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保育内容「人間関係」の指導法に関する一考察
―幼児期の人間関係の形成に着目した事例の検討を通して―



















　幼児の人間関係については、幼稚園教育要領 1989 年の改訂で 6 領域から子どもの
発達の側面から 5 領域に再編された時に領域「人間関係」が設けられた。幼児期の人
間関係に焦点を当てたのは、人間関係が幼児期の発達にとって極めて重要な視座を与















































































ぞれ 3 学級ずつの合計 287 名とその保育者。保育者は全学級で、担任が 1 名、副担任
1 名であった。
2)　観察期間



















事例 1　2016 年 4 月 26 日
　S 子が油粘土でお団子を作っている。その姿を遅れて登園してきた N 子、Y
子が眺めている。その様子をみた保育者が「N 子ちゃんと Y 子ちゃんもお団子









事例 2　2016 年 6 月 27 日
　H 男が I 男に近づいて「何見てるの？」とそばに来る。I 男は「かたつむりの
赤ちゃん生まれたよ」と嬉しそうな様子である。二人は、「小さいね」「動いてい
るね」と言って興味津々である。そのことを 2 人で保育者に報告しにいくと、保
育者はとても感動した様子で「H 男くんと I 男くんが見つけてくれたの？」と聞







事例 3　2016 年 7 月 12 日
　Y 男がジョーロを持って花壇に水をあげている。その様子を見た J 男が自分も
水をあげたいと Y 男のもとにいき、ジョーロを取ろうとすると Y 男の持ってい
たジョーロが顔に当たる。J 男は「ぶったー」と言って泣いている。Y 男も「こ
のひと、水かけた」と泣いている。保育者は Y 男と J 男が落ち着くように、二
人をそれぞれ抱擁したあと、J 男のおでこをさすりながら J 男の悲しい思いを受





事例 4　2016 年 9 月 16 日
　W 男が、運動会の練習で帽子を被ることを保育者から促されると、「黒色の帽
子がいい」と言う。O 子は、「うちのクラスは黄色だよ」と言って帽子を渡そう





















事例 6　2016 年 3 月 9 日
















子と N 子と Y 子のそれぞれの遊びをつなげる役割を果たしていた点が重要であろう。
　事例 2 では、かたつむりの赤ちゃんを通して感動を共有する姿が観察された。保育


























事例 7　2016 年 5 月 13 日










事例 8　2016 年 6 月 17 日
　ブーメランを作りたいという T 男が、「セロテープを貸して」と U 男に言うと
U 男が「いいよ」と言ってセロテープを貸す。T 男は、保育者に対して「U く
んすごくいい人、すぐに貸してくれた。僕だったら後でねっていう」と感謝して
いる様子が見られた。保育者はこの U 男のかかわりと T 男がそう感じたこと嬉







事例 9　2016 年 9 月 15 日
　A 子から「今日は一緒に遊ばない」と言われて E 子は落ち込んでいる様子が
見られる。他の子と遊んでいる B 子は A 子に「そんなこと言ったら E 子がかわ
いそうだよ」と言われ、A 子は泣き出してしまった。そこで保育者は、B 子と近








事例 10　2016 年 11 月 11 日
　J 男の泣き声が聞こえたので M 子はホールに行き、「どうしたの」と言いなが












事例 11　2016 年 1 月 13 日
　L 子が積み木遊びをしている P 子に「いれてー」と言うと、P 子が「だめ」と
言う。L 子が「じゃあとなりに同じもの作ろうかな」といって作り始める。する
と P 子が「つなげよう」といって別々に作った積み木をつなげる。L 子は「すご
いのができたね」と喜んでいる。そこに C 男がつなげた積み木を壊してしまっ
た。積み木を壊された L 子が大泣きして、保育者に向かって「また、C 男に壊
された」と言うと、保育者が「今度はがっちりとした丈夫な壊れないものを作ろ






事例 12　2016 年 3 月 6 日
　R 男が「サッカーやろう」と O 男、Q 男、V 男に誘うと、4 人が集まってきた。
そこに Q 男が「先生も一緒にやろう」と誘う。そこで保育者は、「G 男くんも一
緒にいいかしら？」と聞くと、皆が「いいよ」と言ってくれた。一緒に遊んでい



















　事例 9 では、A 子から「一緒に遊ばない」と拒否されて悲しむ E 子とその E 子に




























事例 13　2016 年 5 月 18 日
　A 男が、ドッジボールをやろうと B 男、C 男、D 男、E 男を誘い、仲間に加
わるが、F 男が加わりたそうにじっと見ている様子を見た保育者が、「F 男くん
もやってみたそうだけど、ドッジボールってどういうルールだっけ？」と聞くと、
A 男が F 男に細かくルールを教え、一緒に近くで励まし、当てられたときに外







事例 14　2016 年 7 月 5 日
　転入児の K 男がプール活動の際に水に慣れていないのを見て、H 男は、だまっ
て手を差し伸べた。すると K 男もだまって手を差し出し H 男に体をあずけたと
ころ、ふわっと水に浮いた。それを見た保育者が「H 男くん、教え方うまいね」







事例 15　2016 年 9 月 15 日
　Y 子は、誕生日のお祝いのバッチをつけている U 子を見て「おめでとう」と
言う。U 子は嬉しそうに「ありがとう」と言いながら「Y 子がお祝いしてくれ









事例 16　2016 年 11 月 28 日
　T 子と J 子が製作で折り紙をしている。T 子が上手に折れずに失敗している










事例 17　2016 年 2 月 16 日
　Q 子は、Z 男から「ばか、ばか」と言われ泣き止まない。Z 男は「謝りなよ」
と周りの友だちから言われ、黙っている。30 分ほど周りの友だちに慰めてもら
い「もういいよ」と言う。しばらくして Z 男は「遊んでいるとき謝ってきた」

















うに介入して、A 男が F 男の立場や視点に立って尊重するかかわりを引き出した。
ルールのある遊びの中で、F 男は自分を受け入れてもらい、楽しく遊ぶ中で人間関係
が形成することができた。








































が、本研究の事例の独自性は、4 歳児の事例 11 で見られたように、保育者のかかわ
りでいつも同じかかわりをするのではなく、一人ひとりの個性に応じて「受容する」
だけでなく、幼児の遊びをさらに発展させる、日々の援助と違ったかかわりがあるこ

































　Gifb (1978) は好ましい集団全体の雰囲気を支持的風土 (Supportive climate) とし、
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A Study of Pedagogy of “Human Relationship” 
in the Early Childhood Care and Education Setting
— Case Studies of Formation of Human Relations  
among Young Children —
Masatoshi KISHI   Daiki TODA   Yukiko ARAKI
The…study…explored… the…processes…of…development…of…human…relationship…among…young…
children from their entry period to graduation time at kindergarten.  We, the researchers of the 
study, employed the case studies to depict and analyzed the ways of the children to develop 
their human relationship, and pedagogy of teachers. In terms of interpretation of the children’s 
actions,…we…focused…them…from…three…perspectives;…1)…peer…relationship…emerged…among…the…
children,…2)…characteristics…of…development…of…human…relationship,…and…3)…interactions…between…




for promoting the children’s human relationship, creating an environment with supportive 
atmosphere was considered as important.
